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有明海 の海泥 におけるウェル シュ菌の検出―II
有明海の海泥 におけるウェルシュ菌
大腸菌および腸球菌の分布
谷 口 忠 敬
Detection of Clostridium perfringens in 
Sea Mud of Ariake Sea—II
Distribution of Clostrdium perfringens, Escherichia coli 
and Enterococcus in Sea Mud of Ariake Sea
Tadataka TANIGUTI
 The distribution of Clostridium perfringens, Escherichia coli and Enterococcus in sea mud of 
Ariake Sea was estimated in 1972. Both E. coli and Enterococcus were detected in very 
small numbers in the mud specimens of the inner-or middle parts of the bay, where 
C. perfringens was abundantly detected. E. coli and Enterococcus were not detected in 
the mud specimens at the mouth of the bay, where the detection of C. perfringens was very low. 
On the other hand, E. coli and Enterococcus were detected in two specimens and one specimen 
respectively of the sea water of Ariake Sea where C. perfringens was not detected from the
sea water. The detection rate of C. perfringens in heated (100℃,15min,) mud specimens of
the inner part of the bay was 53%. in average. From the above results, it appears that the 
origin of C. perfringens in the sea mud of Ariake Sea is the land.
湾内海域が大腸菌,腸 球菌およびウェルシュ菌 など
の衛生細菌 を含む汚濁水 によって汚染 された場合,そ
の汚染 は単 に海水のみではなく,海 泥 にまでおよぶ と
考 えられる。特 に,汚 染物質が海底 に沈滞 する場 合は,
海泥域 は海水域 よ りも長期 にわたっ て汚染の影響 を受
けると思われ る。
試料水 が細 菌学的 に衛生的で あるか否 かは,通 常,
大腸菌,腸 球 あるいはウェル シュ菌の検出によって
判定 される。 ウェルシュ菌 はヒ トや動物の腸管 に常在
し,水 の汚染 において大腸 菌と関連がある(1)といわれ
る。本菌は腸管内では大腸菌,腸 球菌 に比べて少 なく,
また,土 壌などにも分布す るので糞便 汚染の指標 とし
ての意義は大腸菌 および腸球菌 に劣 る。 しかし,ウ ェ
ルシュ菌 は食中毒の原因細菌で ある(2)ので無視で きな
いo
湾内海域が これ らの衛生細 菌によって汚染 された場
合,ウ ェルシュ菌は嫌気性の胞子形成細菌であるので,
特 に,汚 染海泥中で は大腸 菌,腸 球菌 よ りも長期 間生
残す ると思 われ る。ウェルシュ菌 による海泥の汚染が
増大すれば,底 生魚介類の本菌 による汚染 も考 えられ,
食品衛 生上重要 である。従って,海 泥 における細 菌学
的汚染の指標 として本菌 を再検討す る必要 がある。
以上の観点 から,有 明海を対象 に,お もに海泥試料
について,ウ ェルシュ菌,大 腸菌および腸球 菌の検出
を行 ない,そ れ らの分布 を比較 した。す なわち,都 市































































































































































































































































































































































































































Table 3. Detection of Escherichia coli and Enterococcus in the sea mud of Ariake Sea.
     Jun. Aug.  Sep. Jun.  Aug .  Sep. Station  
 ES ES ESStation  ES  ES  ES 
 1 —+  —+  11  +—  --
2  —+  —+  12  —+ 
3 —+  —+ 13 ±—*  —+ 
 4 —+ —+  14  ++  --
5  --  15  --  --
6  —+  16  --
7  ++ 
 8  +— —*+*  17  --
9  +—  —+  18  --
10  +—  19  --
     20 --
                                  21
E Escherichia coli. S Enterococcus. 
+ : 30-230 /100g (MPN). — : 30) /100g 
* Sea water specimens: Positive.
考 察
Davies(8)は北海の海泥 からウェルシュ菌を検出 し,
陸上汚染 による生残菌 と規定することはで きないが,
検 出菌数は少な く最高400/100g(湿 泥)に す ぎなか
ったと してい る。有明海の場合,湾 奥 および湾中部 の
海泥 から大腸菌 および腸球 菌 が散 在的 かつ 定性 的で
あった が検 出 されたのに対 し,湾 口部の海泥か らはそ
れ らは検 出 されなかった(Table3お よびFig.1).ウ ェ
ルシュ菌 も,同 様の傾 向にあり,湾 奥 および湾 中部で
多数(6,9月:最 高6400/100g,8月:最 高12000
/100g)検 出 されたの に対 し,湾 口部(6,9月)で
はご く少数(30～40/100g)が 検出 されるか陰性で あ
った(Table1お よびFig.1).ま た,湾 奥部 に流入 する
筑後川,大 牟田川,関 川および本明川の河川泥につ い
て次年度(1973年8,11月)に 測定 した結果,こ れ ら
の河川泥 からも湾奥部の海泥 と同程度あるいはそれ以
上のウェルシュ菌数が測定 された。 これ らの結果か ら,
有明海海泥中の ウェルシュ菌は陸上由来性で あり,陸
上汚濁水 による海泥 の汚染を標示 していると考 えられ
る。
大腸菌 および腸球 菌は,海 泥試料の場合 それぞれ7
試料 および14試 料 において陽性で あったが,海 水試料
の場合 はそれぞれ2お よび1試 料 が陽性 であるにす ぎ
なかっ た(Table3).ま た,ウ ェルシュ菌も海泥試料 か
ら多数検出 されたのに対 し,海 水試料か らは全 く検 出
されなかった。従 って,湾 内海域の細菌学的汚染の測
定においては,海 水につ いての測定 と同時 に,海 泥に
つ いての測定 も必要で ある。
湾奥部海泥 にお けるウェルシュ菌数は比較的多 く,
6,8お よび9月 試料ではそれぞれ最高2000/100g,
12000/100gお よび6400/100gで あった(Table1).し か
し,一 般嫌気性細 菌数 に対するウェルシュ菌数の比率
は小 さく1/100以 下であっ た。また,本 菌は3%食 塩濃
度で発育 がかなり抑制され る(9)ので,本 菌によって高
濃 度 に汚染 されて も,本 菌が海泥中の主た るフロ-ラ
になる可能性 は殆ん どないと思 われる。Davies(8)も
北海の海泥の場合,同 様 に,本 菌 は主た るフローラで
はなかっ たと して いる。
8月 の海泥試料 から,6月 および9月 よりも多数の
ウェルシュ菌 が検出 された傾向を認 めた(Table1)
その原因 として,先 ず,陸 上か らの汚染量の増大が考
え られる。他方,温 度 が上昇する夏期 に海泥中で本菌
が増殖す るか否 か,あ るいは,温 度 が低下す る冬期 に
本菌 が長期 間,多 数,生 残す るか否 かは明 らかで ない。
従っ て,汚 染海泥中における本菌の生態 につ いて,海
泥環境の温度,塩 分濃度,泥 質および一般嫌気性細菌
などとの関連 も含めて,今 後,検 討す る必要 がある。
要 約
1972年 に,有 明海 の 海 泥 に お け る ウ ェル シ ュ菌,大
腸 菌 お よ び腸 球 菌 の分 布 を測 定 した 。
1)8月 の 湾奥 部 の 海 泥試 料 中 の ウ ェル シ ュ菌 数 は
930～12000/100g(湿 泥)で あっ た 。6月 お よ び9月
試 料 の場 合 は,湾 奥 部 海 泥 で110～6400/100g,湾 中 部
海 泥 で30～2400/100gあ るい は陰 性 の 本 菌数 を示 した 。
湾 口部 で は30～40/1009あ るい は陰 性 で あ っ た。 湾奥
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部の加熱処理(100℃,15分)海 泥試料か らの本菌の検
出率は8月 試料では85%,9月 試料では30%で あった。
2)ウ ェルシュ菌 が多数検 出された湾奥 および湾中
部の海泥か ら大腸菌 および腸球菌 も散在的 かつ定性的
で あったが検出 された。 ウェルシュ菌の検 出が少な く
あるいは陰性で あった湾 口部の海泥 からは大腸菌およ
び腸球菌 も全 く検出 されなかった。海水試料の場合,
大腸菌 および腸球菌の検 出は それぞれ2お よび1試 料
が陽性で あるにす ぎず,ウ ェル シュ菌 は全 く検出 され
なかっ た。
3)こ れらの結 果から,有 明海の海泥中のウェル シ
ュ菌は陸上由来性 であり,陸 上汚濁水 による海泥の汚
染 を標示 してい ると考 えられた。
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